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れた。その後も私が研究調査のために毎年数回インドを訪れた際には、日
本に帰国する前に必ずデリーの国際空港に近いそのフラットで歓談する
ようになった。 
ヴァイド氏は多くの作家仲間や友人にいつも囲まれ、とても慕われてい

た。私が訪れたときにはいつも詩人のアショーク・ヴァージペーイーがお
茶を飲んでいた。出版記念パーティーも盛大に開かれ、そこで著名なヒン
ディー作家に会う機会を得られたことは私にとって得難い思い出である。
ヒンディー女流作家のクリシュナー・ソーブティーと何度か会い、自宅で
のインタビューが実現できたのも、氏の仲介があったからだった。ヴァイ
ド氏と会う約束をしていた日にヒンディー作家のカムレーシュワルが亡
くなったときには、一緒に火葬場に向かった。氏がマスコミのインタビュ
ーに応じる横で、ぼうぼうと燃える薪から舞い上がる灰を私は全身にかぶ
っていた。学生時代に日本で作品を読んだヒンディー作家カムレーシュワ
ルに会うことはなかったが、不思議な縁で彼の最後のサンスカーラに立ち
会えたことは感慨深かった。 
ヴァイド氏の代表的な作品のいくつかは英語やフランス語などにも翻

訳され、インド国内に限らず海外でも評価が高い。誕生日と新作の発表を
かねたパーティーがデリーで盛大に催されるなど、充実した老後を送って
いた。だが、2009 年にデリー・ヒンディー協会のシャラーカー賞の受賞が
満場一致で決まっていたにもかかわらず、作品に猥褻な描写があると州議
会議員プルショッタム・ゴーヤルから指摘があったため、デリーの州（連
邦直轄領）首相シーラー・ディークシトが再検討するように指示したこと
で、受賞が見送られるという出来事があった。表現の自由に対する政治の
介入に作家たちが激しく抗議し、マスコミでも大きく取り上げられる事態
となったが、結局受賞は見送られた。作品にみられる強烈な風刺や毎回変
わる作風から、ヴァイド氏が評価を気にしない挑戦的な作家であることは
知られていた。性描写がタブー視されるヒンディー文学において、官能的
な描写は氏の作品の特色のひとつである。女性の貞節に対するインドの伝
統的な考え方に一石を投じた「菩薩の女房」iiiのような作品からも氏が女性
の人権側にたっていることは明らかであるが、不当な評価によってその作
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